
1) 低温焼成磁器の製品化技術の研究 

寺﨑 信、堤 靖幸 

本研究は低温焼成磁器の普及促進と天草未利用陶石の活用のための技術開発を目的としたもので、

本年度は未利用低火度陶石の配合割合を増やした素地とそれに適合する釉薬を開発した。また、陶

石精製の洗鉱残渣と粉砕粉を有効利用することにより土もの風磁器を 1200℃の本焼きで得ることがで

きた。 

 

1. はじめに 

地球温暖化防止への社会的関心は高まっており、陶磁

器産業でも地球温暖化ガスの排出抑制は取り組むべき必

須課題となっている。またガス燃料が高騰しており、省エ

ネルギー技術が求められている。一方、陶磁器の製造工

程における二酸化炭素排出およびエネルギー消費の割

合は焼成工程が大半を占める。そのため、二酸化炭素排

出量削減と省エネルギー化には低温焼成技術の推進が

重要である。 

肥前地区の磁器の主原料となっている天草陶石は熊

本県天草で採石されている。陶石資源の枯渇が心配され

たことがあるが、埋蔵量自体は豊富である。しかし鉱脈は

細長く、採石には多大な表土の除去が必要である。陶石

出荷量は最盛期の 1/4 以下にまで減少して採石コストに

占める廃土石処理の割合は増大し、陶石業の経営を圧迫

していて２０年ほど前には１０社あった天草の陶石業者が

現在では３社に減っている。この状況が続けば現在稼働

中の切羽を掘りつくした時に新しい切羽の採掘が困難と

なり良質な陶石の安定供給に支障が出る。陶石の鉱脈に

は随伴鉱物として低火度陶石と呼ばれる耐火度の低い石

が含まれており、ほとんど未利用で廃土石として処理され

ているが、切羽によっては低火度陶石が良質の陶石より

多いこともあり、このことが採石コストを上げる要因のひと

つとなっている。低温焼成用陶土はこの低火度陶石を活

用しており、低温焼成磁器の普及拡大は良質の天草陶石

の安定供給の意味からも重要である。当初は地球温暖化

ガス排出抑制と省エネルギーという社会的状況を背景とし

て立ち上げた研究であったが、陶石供給の危機的状況が

認識されたことにより、産地の課題としての低火度陶石の

活用に重点が移っている。 

現在、県内陶磁器産業で用いられている陶土や釉薬

には多くの種類があり、これらを用いて多種多様な製品が

作られているが、これまで取り組んできた低温焼成磁器1-4）

は素材の種類が少なく、更なる広がりや事業展開には限

界がある。他方、食器には付加価値を高めるために、多

様な形状の器や伝統的な釉調、土ものの風合いなど製品

の差別化を求めるニーズがある。また、素地の焼腰を向

上できれば焼成による軟化変形が少なくなり、形状の自

由度が増す。 

これらのことから低温焼成磁器の普及推進を目的として

低温焼成磁器において素地の焼腰の向上、土もの風磁

器の開発および、それらに適合した釉薬のバリエーション

を拡げる研究開発を行う。昨年度までに焼腰を向上した

素地の開発と土もの風合いを有する磁器の調合試験を行

っている。本年度は低火度陶石の配合割合を増やした素

地の開発と土もの風合いを有する磁器の開発およびそれ

らに適合する釉薬の開発を行った。 

 

2. 実験方法 

2.1 低火度陶石を用いた素地及び釉薬試験 

 これまでに開発した低温焼成用陶土は低火度陶石を 30

～40％程度配合していた。本年度はさらに低火度陶石の

利用を高めるため配合割合を増やした陶土の開発を行っ

た。原料は低火度陶石として天草低火度酸処理陶石（浜

平、皿山、木山、共立）を用い、他に天草陶石三等小粒

（浜平、皿山、木山、共立）、蛙目粘土（特級）を使用した。

陶石はそれぞれスタンパー粉砕、水簸、脱水を行い陶土

としたものを乾燥させた粉末を用いた。小ロット（1ｋｇ程度）

で試験調合を行い作成したテストピースを 1200℃で還元

焼成して、曲げ強度、吸水率、および焼下り量を評価した。

良好な物性を示した調合については中ロット（50ｋｇ）の泥

漿を調製し、鋳込み成形による成形性および焼成温度に
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